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 アジェンダ

◗ EVの世界動向

◗ ZEEKR 007の分解で分かった特徴

◗ 電動化の最新動向

◗ 自動運転・車載ネットワーク・電装品の進化

◗ 車体技術とその他の重要トピック



EVの世界動向

出所：各種報道を基に推計

2024年のBEV販売台数 約1500万台（推定値)

              （24年：約1100万台）

PHEVを合わせると 約2100万台（推定値）

（24年：約1700万台）

2024年のBEV伸び率                29％
             （24年：14％、23年：35％）

2024年のPHEV含む伸び率  24％
（24年：25％）



日経BPのEV分解プロジェクト

目的：日米欧中の最新EVを調査することで
最先端の技術動向を把握して次世代戦略を探ること

第6弾（2024年）第1弾（2017-2018年） 第2弾（2019－2020年） 第3弾（2021年）

日産自動車
「リーフ」

テスラ
「モデル3/モデルS」

フォルクスワーゲン
「ID.3」

第4弾（2021年）

トヨタ自動車
「MIRAI」

第5弾（2023年）

BYD
「SEAL（海豹）」

Geely
「ZEEKR 007」

第7弾（2025年）
テスラ「サイバートラック」



２．「ZEEKR 007」の仕様

出所：Geelyの資料を基に日経BPが作成



３．「ZEEKR 007」の外観



４．ZEEKR 007の特徴

① 7200トン級のギガキャストを用いたリアフロア

➁ LEDディスプレイを用いたヘッドライト

③ 310kWと高出力のSiCパワー半導体を用いたリア駆動ユニット

④ 15分急速充電で500km走行可能な自社開発の車載電池

⑤ LiDARとミリ波レーダー5個、カメラ12個、水冷式車載
コンピューターを用いた自動運転支援システム



① 「ZEEKR」のリアフロアはギガキャストを導入

出所：日経BP



➁ 「ZEEKR」のLEDディスプレイ搭載ヘッドライト

出所：日経BP



出所：日経BP

③「ZEEKR」のリア駆動ユニット

リアインバーター



出所：日経BP

③「ZEEKR」のリア駆動ユニット
リア減速機



出所：日経BP

④「ZEEKR」の電池パック



出所：日経BP

⑤「ZEEKR」の自動運転機能を支えるセンサー群（その1）

フロントカメラユニット
（カメラ３個）

カメラ

超音波センサー
（6個）

LiDAR

ミリ波レーダー（3個）

フロント部分



超音波センサー
（片側3個×2）

カメラ

出所：日経BP

⑤「ZEEKR」の自動運転機能を支えるセンサー群（その2）

リア部分



出所：日経BP

⑤「ZEEKR」の水冷式車載コンピューター



CASE時代の自動車技術の変革



サプライチェーンの寡占化

出所：日経BP

エンジン車
（ICE）

HV EV・PHEV

OEM（自動車メーカー）

Tier 1

Tier 2

Tier 3

EVでリードするテスラや
中国系サプライチェーンの台頭

既存の日系、欧州系
サプライチェーンが強い分野



EVのプラットフォーム

出所：各社の資料を基に日経BPが作成



 車載電池の動向

出所：日経BP

「ZEEKR 007」
（自社製）

※ZeekrにはCATLが出資

BYD「SEAL」
（自社製）



低電圧系車載電池

12V系蓄電池がリチウム二次電池に、空冷で外装は樹脂化

出所：日経BP

BYD「SEAL」（2022年製）

Geely「ZEEKR 007」（2024年製）



電動部品（インバーター）

出所：日経BP

Infineonが大きな存在に
片面冷却のパワー半導体を用いた
インバーターがデファクトに

ZEEKR
（AccoPower）

BYD
（BYDグループ）

Volkswagen
（Infineon）

出所：日経BP



操舵系とブレーキ

出所：日経BP

操舵系やブレーキ系は欧州勢が寡占化

ZEEKR
（ZFの操舵系）

BYD
（Boschの操舵系）

出所：日経BP



 EVとPHEVでのBYDの台頭

BYDの中大型セダン「秦L」は
9万9800元（約200万円）から
（出所：日経クロステック）

BYD董事長（会長）の王伝福氏
（出所︓BYD）

►第5世代のPHEVシステム「DM5.0」
満充電で満タンに給油した状態から
2100km（NEDCモード）走行可能

►エンジンの最高熱効率で「46.06％」
（BYD）を達成



CASE時代の自動車技術の変革



 電動化＋知能化（自動運転）へ

出所：日経クロステック



 ゾーン型（中央集中型）へ

出所：日経クロステック

ゾーン型（中央集中型）



出所：日経BP

SDV（ソフトウエア定義型車両）の加速

半導体チップ

OS

アプリ

半導体チップ

OS

アプリ

半導体チップ

OS

アプリ

ハイパーバイザー

VM

OS

アプリ

半導体チップ（物理マシン）

VM

OS

アプリ

VM

OS

アプリ

VM

OS

アプリ

一つのは半導体チップ（物理マシン）上に 仮想のマシン（VM）を複数実装し、 この上で
OS（Linux、RTOSなど）の異なる複数のアプリを 動作させることを可能にする技術



出所：日経クロステック

競争軸はAIで判断するE2Eの自動運転へ

►車両周囲の認識、判断、操作を全てAI
が担う自動運転技術

►AIを全面的に採用した「End to End
（E2E）」方式への対応が大前提に

►目的地を設定すると、運転者の監視下でシス
テムがナビと連係して自動で運転を担う
「Navigate on Autopilot（NOA）
を市街地の一般道でも実現

►テスラと中国勢が先行。大手自動車メーカー
やメガサプライヤーも続々開発に乗り出す



出所：日経BP

SDVの「ハード更新」という新たな取り組み（テスラ）

テスラの統合ECU「AI4/HW4.0」テスラの前世代の統合ECU「AI3/HW3.0」



出所：テスラ

ロボタクシー競争へ（テスラ）

Teslaのロボタクシー専用車両「Cybercab」



 マルチメディア系電装品

マルチメディア系はスマホ用民生半導体を
大量購買できる部品メーカーが寡占化へ

ZEEKR 007のマルチメディアECUのチップBYDのマルチメディアECUのチップ

出所：日経BP



CASE時代の自動車技術の変革



ギガキャストの導入（テスラ「サイバートラック」）

出所：日経BP 『テスラ「サイバートラック」徹底分解 全体編』



ステア・バイ・ワイヤの採用

室内操舵ユニット 前輪転舵ユニット

後輪転舵ユニット

出所：日経BP 『テスラ「サイバートラック」徹底分解 全体編』



室内のリビング化（サイバートラック）

室内操舵ユニット

出所：日経BP 『テスラ「サイバートラック」徹底分解 全体編』



ご清聴ありがとうございました

テスラ
「サイバートラック」
徹底分解 全体編

2025年5月29日発行

テスラ
「サイバートラック」
徹底分解 ECU編

2025年9月30日発行

好評販売中
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